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社会科学習指導案（地理的分野）
日 時 平成 24年 月 日（ ）１校時

学 級 糸満市立糸満中学校 1年１組
授 業 者 教 諭 内 山 直 美

１．単元名 第１部 『世界のさまざまな地域』 第３章 「世界の諸地域」

５節 南アメリカ州「ブラジルに見る開発と環境問題」

２．単元設定の理由

(1)教材観

この単元は、世界の各州を対象として、それぞれの州内に暮らす人々の生活に関わる、州内の特色

ある地理的事象を基に主題を設定し、その追究を通してそれぞれの州の地域的特色を理解させること

をおもなねらいとしている。

「中学校学習指導要領解説社会編」では、我が国の国土認識だけでなく世界の諸地域の地理的認識

を養うことを重視することが明記されている。このような地理的認識を養うためには、日本や世界の

様々な地理的事象に生徒自らが関心をもって学習に取り組むことができるようにするとともに、学習

を通してさらに関心が喚起されるよう指導を工夫する必要があるとしている。その中で、「世界の諸

地域」においては、学習で取り上げる地域や国それぞれが、世界的視野から見てどのような地域的特

色をもっているか考えさせることが大切とする。さらに、世界地誌学習の特色の一つは「主題追究学

習」を取り入れたことにある。主題追究学習では、習得した知識が活用され、各地域の主な特徴を取

り上げて主題とした学びを構成する。「解説社会編」では、主題は、取り上げる地理的事象、既習内

容、難易度、生徒の生活体験、学習活動、配当時間などから教師によって設定することとしている。

主題の設定は各州一つ又は二つの主題に絞り展開するのが適切とし、各州に暮らす人々の生活の様子

を的確に把握できる地理的事象であること、また、我が国の国土の認識を深める上で効果的であるこ

ととしている。本研究では、この主題の設定を開発教育の視点で設定し、世界の地理的事象に自ら関

心を持ち、主体的に学習に取り組むよう指導を工夫したい。

(2)生徒観

本授業の実践に当たって、生徒の実態を把握するため、1 年生２学級 56 名にアンケート調査を行っ
た。質問内容は、地理学習に関することや、思考力、判断力、表現力を高めるための授業の内容を中

心に記載する。

「地理の授業で世界中にある問題や課題について知りたいと思いますか。」の質問に、57 ％の生徒
が、「思う」「どちらかというと思う」とし、理由に「少しでも知って、自分にできることがあれば行

いたいから」や「色々な国でどんな課題や対策法があるのか知りたいから」、「世界をより良くしたい

から」などと回答している。43 ％の生徒は、「あまり思わない」「思わない」とし、理由に「自分では
解決するのは難しいから」や「問題や課題があっても今は平和に暮らせるから」などの回答があった。

「授業の中で、問題や課題に対して考えることは好きですか。」の質問に、39％の生徒が、「好き」「ど
ちらかというと好き」とし、理由に「みんなで考えるのが好き」や「分かるともっと調べたいと思う

から」、「色々な考えを出せるから」などと回答があった。61 ％の生徒が「あまり好きではない」「好
きではない」とし、理由に「難しい内容だと考えるのが大変だから」や「時間がかかるから」などの

回答があった。「授業の中で、問題や課題に対して考えたことを、文章にしてまとめることは好きです

か。」の質問に、27 ％の生徒が「好き」「どちらかというと好き」とし、理由に「理由を自分のことば
でまとめるのが好きだから」や「意味が分かりやすくなるから」などの回答があった。一方 73％の生
徒が「あまり好きではない」「好きではない」とし、理由に「文章力や説明力がないから」「文章が苦

手」など、多くの生徒が苦手意識が高い。「地理を学ぶと、社会の一員としてより良い社会を考えるこ

とができるようになりそうですか。」の質問に、77％の生徒が「思う」「どちらかというと思う」とし、
理由に「学んだ後、家族と会話ができそうだから」や「日本だけではなく世界に目を向けられるから」

「人を思う社会ができるから」などの会とがあった。23 ％の生徒が「あまり思わない」「思わない」
とし、理由に「社会の一員になるのは難しそう」「学んでも何もしなかったら意味がないから」などの

回答があった。77 ％の生徒は、地理学習と社会参画を意識して取り組める生徒がいることが分かる。
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(3)指導観

南アメリカの国々は、スペイン、ポルトガルの植民地となって以来、原料供給基地として機能し、独

立後も、第1次産品の輸出を中心に、世界の資源・原料の供給基地として発展を遂げてきた。その中で

も、近年ブラジルは、工業発展が顕著に進行しBRICsとして世界の注目を集めている。しかし、経済力

を有する一方、所得格差が大きな国の一つである。また、広大な世界最大のアマゾン熱帯雨林をはじめ

とする雄大な自然、豊富な天然資源、穀物、肉類をはじめとする世界有数の農業生産を誇り、環境・気

候変動・資源・エネルギー、食料安全保障といった国際社会の行方を左右する地球規模課題に大きな影

響を与えている。さらに、日本の食糧供給や資源・エネルギー安全保障にも不可欠な存在であり、こう

した観点から教材として扱うには適していると考えた。

本授業では、ブラジルを学習するに当たって、アマゾン川流域の熱帯減少問題を取り上げ、持続可能

な開発と環境保全の取り組みを学習する。

３．単元目標

多様な自然環境と混血の進んだ独自の文化に着目し、産業の変化と環境問題への取り組みについて理解

させる。

４．観点別評価の規準

社会的事象への 社会的な思考・判断・ 資料活用の技能 社会的事象について

関心・意欲・態度 表現 の知識・理解

・南アメリカ州のに暮 ・気候区分図や人口分布 ・南アメリカ州の地域的 ・ブラジルの自然環境や

らす人々の生活の様子 図、工業地域図などから 特色に関する様々な資料 人口・産業の多様性を理

を的確に把握できる主 情報を得たり、それら情 を収集、有用な情報を適 解している。

題を基に、南アメリカ 報を多面的・多角的に考 切に選択している。 ・ブラジルが発展著しい

州の地域的特色に対す 察し、情報を適切に考察 ・適切に選択した情報を ことや、大規模な農業、

る関心を高め、それを し、選択・活用して表現 基に、南アメリカ州の地 巨大な工業力について知

意欲的に追究し、とら している。 域的特色について読み取 識を身につけている。

えようとしている。 ・写真や地図などからブ ったり図や表などにまと ・開発をめぐる問題と環

・教師のブラジル研修 ラジルにはさまざまな民 めたりしている。 境破壊などの地球的諸課

の資料などから学習に 族と文化があり、なぜ多 ・世界地図、地図帳、写 題との密接な関連を理解

対する興味関心を持 くの日本人が移民として 真などを活用する技能を している。

つ。 ブラジルに渡ったか読み 身につけている。

取っている。

５．単元の指導計画と評価計画

第３章（１）世界の様々な地域 ウ世界の諸地域（南アメリカ）（４時間扱い）

過程 学習のねらい 学習内容 評価規準

習 １ ①南アメリカの州の □南アメリカ州の大観 【関意態】南アメリカの自然環境に関心を

得 時 多様な自然環境 ・自然環境に視点をあ 持ち、地域的特色を意欲的に追究しようと

活 間 ・南アメリカ州につ て、南アメリカ州を大観 する。

動 目 いての学習に対する させる。 【思判表】蛇行するアマゾン川と日本の河

の 関心を高めさせると ・熱帯林、高山、草原地 川との違いに気づき、その理由について説

段 ともに、南アメリカ 帯などにみられる生活や 明することができる。

階 の多様な自然環境の 産業の特色を、写真や雨 【技能】地図や雨温図、写真などから、南

ようすを、大きな川 温図から考察させる。 アメリカの自然環境の特色を読み取ること

や山脈の位置に着目 ができる。

して捉えさせる。 【知理】南アメリカの多様な自然環境を特

色づける用語を理解している。

２ ②南アメリカの歴史 □地域形成の過程や、独 【関意態】南アメリカの国々でヨーロッパ

時 と文化 自の文化成立の過程から やアフリカの文化がみられることに関心を

間 ・なぜアメリカの国 考察 持ち、南アメリカの歴史と文化を意欲的に

目 々ではヨーロッパや ・スペインやポルトガ 追究しようとする。

アフリカの文化がみ ル、あるいは労働者とし 【思判表】南アメリカの独自の文化が生ま

られるのか、歴史に てつれてこられたアフリ れた経緯を、歴史との関係から説明するこ
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着目して捉えさせ カ系の人々の文化の特色 とができる。

る。 を考察させる。 【技能】資料図から、南アメリカ各国の主

・さまざまな人種や民族 な言語や人種・民族構成の特徴を読み取る

の文化が融合して形成さ ことができる。

れた、現在の南アメリの 【知理】植民地支配の影響によってみられ

文化の特色を考察させ る南アメリカの文化を、具体的にあげるこ

る。 とができる。

３ ③変化する農業と工 □産業の多様化と経済成 【関意態】ブラジルのコーヒー豆と大豆の

時 業 長の関係の考察 生産の変化に興味を持ち、農業のようすを

間 ・南アメリカの産業 ・ブラジルやアルゼンチ 意欲的に追究しようとしている。

目 はどのように変化し ンなどの事例を通して、 【思判表】ブラジルやアルゼンチンの経済

ているのか、栽培す 産物や多様化することの 成長の理由や背景を、農業や鉱工業の変化

る作物や輸出品に着 メリットを、モノカルチ の面から説明することができる。

目させて捉えさせ ャー経済との関係から考 【技能】グラフから、ブラジルの輸出品が

る。 察させる。 変化し、モノカルチャー経済から脱却した

ことを読み取ることができる。

【知理】ブラジルやアルゼンチンの農業と

鉱工業の変化した点をあげることができ

る。

４ ④ブラジルに見る環 □アマゾン川流域を事例 【関意態】アマゾン川流域の開発の実態に

活 ・ 境問題と対策 とした環境問題の考察 関心を持ち、ブラジルが直面する環境問題

用 ５ ・アマゾンの熱帯破 ・アマゾン川流域が、ど と対策について、意欲的に調べようとして

の 時 壊の事例を通して、 のように開発されてきた いる。

段 間 ブラジルの環境問題 かを理解させる。 【思判表】熱帯林の破壊とその影響および、

階 目 とその対策について ・熱帯林に限らず、環境 熱帯林保全の取り組みと新たな問題につい

本 追究している。 を保全するための方法に て考察し、説明することができる。

時 ・パフォーマンス課 ついて考察させる。 【技能】グラフや写真から、熱帯林破壊の

題を通じて、自分の 実態を読み取ることができる。

思考や表現を可視化 【知理】ブラジルの熱帯林伐採の目的や背

できる。 景について理解している。

６．指導計画

(1) 題材名（主題）
南アメリカ州 「ブラジルに見る開発と環境問題」

(2) 開発教育の視点
開発をめぐる問題と環境破壊などの地球的諸課題との密接な関連を理解すること。

(3) 学習目標
①これまで追究した「開発と環境問題」についてそれぞれの立場で発表できる。

②開発と保全の両立について、熱帯林保全の取り組みの視点で考えることができる。

(4) 本時の評価規準 （自己評価、パフォーマンス評価 200字）
(5) 本時の展開
『社会参画の授業づくり-持続可能な社会に向けて-』（古今書院 2012）「アマゾンの熱帯林開発の現状と
持続発展（泉貴久著）」を参考に授業構成

過 学習活動 指導上の留意点 評価

程 ■活動 ◇教師の発問や指示 ○予想される生徒の反応 【言語活動】 観点

導 ■アイスブレーキング（ブラジルクイズ） 知識

入 １．ブラジルはどこ？ ２．ブラジルの国旗はどれ？ ・ブラジルやアマゾンに 興味

10 ３．ブラジルの公用語は？ ４．ブラジルを漢字で表すと？ 興味を持つように、楽し 関心

分 ５．ＢＩＣＳに含まれない国は？ く進める。

６．ブラジルで使われるバイオエネルギーはどれ？ ・生徒が難しいと感じな

７．ブラジルを流れる川はどれ？ い問題を出す。
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８．アマゾン地域は「世界の○」と言われている。

【読み取り】

展 ◇本時のテーマ、めあての確認 【解釈】知識

開 ◇ロールプレイについての説明 ・ロールプレイの説明を 理解

① ○今日は、ブラジルのアマゾンの森林開発に対する意見を述べ 行う。

40 る「環境サミットの会場になっています。 ・役割を演じるために、

分 みなさんには、与えられた役割があります。この役割を演じ 何に注意して演じるか、

ることをロールプレイと言います。 どこを強調するかなど話 技能

今日は、グループで与えられた役割を実行できるよう頑張っ し合わせる。

てください。 《役割》

それでは、環境サミットの開始を宣言します。 ・アマゾネス州知事

その前に、20 年前、同じくブラジルで行われた環境サミッ ・大手製薬会社社長

トの伝説のスピーチを見てみます。 ・スラム街居住者 思考

■ビデオの視聴 ・バイオエタノール会社 判断

◇発問（主題） ・先住民族のリーダー

「アマゾン森林開発に賛成・反対～私たちの意見を述べよう～ ・自然保護団体リーダー

◇ブラジル大統領の声明文を確認しよう。 ・大学教授

「マゾンの森林開発について、自分たちの役割を確認しよう」 ・アグロフォレストリ

◇自分たちの意見を主張しよう。（１グループ×８） ー農業日系移民

■各グループ１つの役柄を持ち、この役柄の「役割カード」を他 ・ワークシートに記入 思考

のグループに読んで聞かせる。（相手を説得させるため、役割に 判断

なりきる） 表現

展 ◇自分たちの意見を主張するためにもう一度考えよう。 ・お互いの意見を聞いて、思考

開 ■協力してくれそうなグループを一つ選ぶ。 色々な立場の意見の主張 判断

② ■反対意見のグループで、どのグループに意思を伝えたいか一つ があることを確認する。 表現

選ぶ。 ・互いの意見を尊重しな

40 ■自分たちの意見を再度主張しよう。（８分） がら、譲歩することも必

分 ・協力してくれそうなグループは・・・だと考えます。 要であることを確認する。

・私たちの意思を一番伝えたいグループは・・・・です。 ・開発と環境の両立を行

・その理由は・・・・・だからです。 うことが今後重要である

◇開発と環境保持の両立、持続可能な開発の意味を考えよう。 ことを確認する。

・「持続可能な開発」の意

味を確認する。

【解釈・説明】

ま ■本時のふり返りを行う ・各プロジェクトを自分 思考

と 「あなたは、日本の一市民として、アマゾンの持続発展のため の考えに基づいて順位だ 判断

め に何ができるか、自分が一番にできそうなプロジェクトを順に てし、選んだ理由を書け 表現

10 選ぼう。」 るよう指導する。

分 【解釈・説明】

《アマゾンの森の持続可能な開発プロジェクト》

Ａ．アマゾンの森林破壊の現状を学習発表会などで伝える。 ・文章例を提示する。

Ｂ．アマゾンの植林を目的とした民間団体に募金する。 『アマゾンの森の持続発

Ｃ．アマゾンの森林破壊をすすめる企業の商品を買わない。 展のために、私が一番に

Ｄ．アマゾンや先住民を支援するフェアトレード商品を買う。 取り組めるプロジェクト

Ｅ．世界各地の先住民の文化や現状を理解するため、授業に積 は、○○○です。その理

極的に参加する。 由は・・・だからです。』

Ｆ．日本の森林面積が国土面積の68.2％をしめることから、日 【論述】

本産の木材を使うようにする。

Ｇ．身近な地球の環境保全が地球環境につながるので地域清掃

のボランティアに参加する。
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Ｈ．お箸や使い捨てなどの木材製品を使わない。

(6)本時の評価
南アメリカ州の解決すべき課題を、根拠を持って説明できている。 【思考力・判断力・表現力】

〈評価のためのルーブリック〉 ＊論理的：意味の通る ＊根拠：具体的に

評価 内 容

A 日本の一市民として、アマゾンの持続発展のために何ができるか、自分が一番にできそうなプ

ロジェクトを選んで、その理由も複数、意味が通るように述べている。

B 日本の一市民として、アマゾンの持続発展のために何ができるか、自分が一番にできそうなプ

ロジェクトを選んで、その理由を一つ意味が通るように述べている。

C 意見に根拠がなく、論理的ではない。（論理的に記述できるように記入の例を提示する）

７．板書計画

南アメリカ州『ブラジルに見る開発と環境問題』

めあて ①ブラジルに見る開発と環境保全について、それぞれの立場で発表しよう。

②ブラジルに見る環境問題と対策について自分の考えを持とう。

「アマゾン森林開発に賛成・反対？ 私たちの意見を述べよう」

地球環境サミット in糸満中学校
賛成 反対

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

開発したい 両立 環境を守りたい

持続可能な開発

【おもな参考文献・資料】

・『社会参画の授業づくり-持続可能な社会に向けて-』（泉貴久・梅村松秀・福島義和・池下誠 古今書院 2012）


